
園
芸
は
農
業
の
一
分
野
だ
が
、
本

来
は
﹃
園
藝
﹄
と
書
き
、
生
き
た
植

物
を
絶
対
的
素
材
と
す
る
芸
術
の

ひ
と
つ
、
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
今
、島
の
い
た
る
所

で
見
ら
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
。
導
入

か
ら
の
１
０
０
年
の
間
に

は
戦
争
が
あ
り
、
食
べ
ら

れ
な
い
観
賞
用
植
物
は
罪

悪
視
さ
れ
た
。
有
事
と
な
れ
ば
、
植

物
を
育
て
、
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
る
。
観
葉
植
物
は
﹁
平
和
の
産

物
﹂
な
の
で
あ
る
。

植
物
の
流
行
は
時
代
と
共
に
、
変

わ
っ
て
い
く
。
江
戸
時
代
の
八
丈
島

の
民
家
の
庭
に
は
、
桃
や
イ
チ
ジ

ク
、
柑
橘
類
な
ど
の
果
樹
が
植
え
ら

れ
て
い
た
。
集
落
は
水
田
や
麦
、
粟

の
畑
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
低
い
植
え

込
み
は
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
の
花
で

彩
ら
れ
、
幕
末
に
小
笠
原
へ
向
か
う

途
中
で
八
丈
島
に
立
ち
寄

っ
た
医
師
は
、
そ
の
風
景
を

﹁
う
ら
や
む
ベ
き
﹂
と
つ
づ

っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
代
。
葬
儀

の
簡
略
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
切
葉
の
需
要
に
影
響
し

な
い
だ
ろ
う
か
。
気
候
変
動
で
ロ
ベ

が
八
丈
の
適
地
適
作
物
で
な
く
な

る
日
は
く
る
だ
ろ
う
か
。
平
和
は
続

く
の
だ
ろ
う
か
⋮
。
１
０
０
年
の
節

目
に
、
八
丈
島
の
未
来
に
思
い
を
め

ぐ
ら
し
て
い
る
。　
　
　︵
編
集
部
︶

平
和
の
産
物

八丈島ロベ新聞

▲横浜植木株式会社の明治 43年
度定価表（カタログ）表紙
◀定価表には 3種のフェニック
スが載っている。写真はロベ

▲「横浜植木物語」（2021年刊）

ロ
ベ
導
入
か
ら
100
年
記
念
特
集

八
丈
島
の
適
地
適
作
物
で
あ
り
、

市
場
の
シ
ェ
ア
を
独
占
し
続
け
て
い

る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー

︵
略
称
＝
ロ
ベ
︶。﹁
金
の
成
る
木
﹂
と

し
て
、
世
代
を
超
え
て
感
謝
さ
れ
て

き
た
植
物
だ
。

ロ
ベ
の
栽
培
は
﹁
横
浜
植
木
株
式

会
社
﹂︵
本
社
・
横
浜
市
︶
が
八
丈
島

に
雌
雄

�
�
�

２
株
を
植
え
付
け
た
の
が
始

ま
り
。
時
期
は
大
正
10
年
ご
ろ
、と
い

わ
れ
て
い
る
。
導
入
か
ら
約
１
０
０

年
。
明
治
時
代
に
自
生
地
で
発
見
さ

れ
、
八
丈
島
で
栽
培
が
始
ま
る
ま
で

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

�

�

野
生
の
ロ
ベ
が
英
国
サ
ン
ダ
ー
商

会
の
ロ
ベ
ン
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
か
ら
各
国
に

販
売
さ
れ
た
の
は
明
治
30
年
代
。
以

後
、
欧
米
諸
国
で
は
、
最
優
美
な
ヤ
シ

と
し
て
高
値
で
売
買
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。﹃
最
新
花
卉
園
芸
︵
総
合
園
芸

体
系
８
篇
︶﹄︵
昭
和
６
年
刊
︶
に
よ
る

と
、
ロ
ベ
は
明
治
の
末
期
ま
で
ロ
ベ

ン
氏
の
専
売
品
に
な
っ
て
い
た
。
同

書
に
は
、
八
丈
島
で
行
わ
れ
た
ロ
ベ

の
試
験
栽
培
の
結
果
や
、
結
実
の
方

法
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
八
丈
島

で
ロ
ベ
栽
培
の
方
法
が
確
立
し
た
の

は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ

た
。

�

�

横
浜
植
木
の
創
立
１
３
０
周
年
を

記
念
し
て
誠
文
堂
新
光
社
か
ら
出
版

さ
れ
た
﹃
横
浜
植
木
物
語
﹄
＝
写
真

左
＝
に
よ
る
と
、
ロ
ベ
の
原
産
地
が

東
洋
だ
と
い
う
の
で
、
各
国
か
ら
横

浜
植
木
に
引
き
合
い
が
殺
到
し
た
と

い
う
。
同
社
は
ロ
ベ
ン
氏
を
通
さ
ず

に
安
価
に
諸
外
国
に
供
給
し
よ
う
と

１
９
０
９
︵
明
治
42
︶
年
、
社
員
の
高

木
喜
太
郎
氏
を
半
年
間
、
タ
イ
に
派

遣
し
た
。

こ
の
と
き
の
調
査
で
は
自
生
地
は

発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
高
木
氏
は

タ
イ
か
ら
多
数
の
熱
帯
植
物
を
持
ち

帰
り
、
同
社
の
輸
入
品
目
の
範
囲
は

一
段
と
広
が
っ
た
。

ロ
ベ
が
専
売
品
で
は
な
く
な
り
、

横
浜
植
木
の
定
価
表
＝
写
真
右
＝
に

初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
翌
１
９
１

０
︵
明
治
43
︶
年
。
価
格
は
、﹁
小
苗

が
１
本
２
円
、
大
苗
は
１
本
15
円
﹂
だ

っ
た
。

ロ
ベ
が
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ

︵
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
︶
の
原
産
と
判
明
し
た
の
は
、

１
９
１
６
︵
大
正
５
︶
年
の
こ
と
だ
っ

た
。
　
　
　
　
　
︵
２
面
に
つ
づ
く
︶

野生のロベを探せ！ 明治43年初めて販売

八
丈
島
の
花
卉
園
芸
が
急
成
長
し
て
い
た
１
９
５
６︵
昭
和
31
︶

年
、
八
丈
島
園
芸
農
協
主
催
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
祭
典
﹁
熱
帯
植
物

祭
﹂
が
開
催
さ
れ
た
。
写
真
は
会
場
の
中
之
郷
小
学
校
に
展
示
し
た
島
の
観
葉
植
物
と
、
同
時
に
開
催
し
た

﹁
ミ
ス
八
丈
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
に
出
場
し
た
島
の
女
性
た
ち
︵
左
端
は
初
代
の
ミ
ス
八
丈
︶。
島
空
前
の
祭
典
絵

巻
と
い
わ
れ
、
八
丈
園
芸
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
ぶ
り
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
催
し
と
な
っ
た
。

発行 八丈島産業祭実行委員会
編集 南海タイムス社
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フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
祭
典

1



ら
れ
て
﹂︶。

昭
和
35
年
発
行
の
﹁
週
刊

朝
日
﹂
に
、
は
た
ら
く
日
本

人
シ
リ
ー
ズ
の
﹁
八
丈
島
の

�
植
木
屋
�
さ
ん
﹂
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
富
一
郎
さ
ん
は

戦
前
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
増
産

の
30
年
計
画
を
立
て
、
農
家

に﹁
庭
の
片
隅
に
で
も
⋮
﹂と

勧
め
て
歩
い
た
が
、
当
時
は

見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
と

振
り
返
っ
て
い
る
。
戦
時
色

が
濃
く
な
る
と
、
花
を
引
き

抜
か
れ
た
り
、﹁
国
賊
め
﹂
と

の
の
し
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。
開
戦
直
後
に
入

隊
。
戦
後
、
復
員
し
て
帰
島

す
る
と
、
２
万
株
あ
っ
た
ロ

ベ
畑
は
イ
モ
畑
に
な
っ
て
い

た
。
畑
の
隅
に
残
っ
て
い
た

ロ
ベ
を
売
り
、再
出
発
し
た
。

に
種
を
つ
け
た
が
、
会
社
は

す
べ
て
小
笠
原
へ
送
っ
て
栽

培
し
た
。
戦
前
は
八
丈
島
に

ロ
ベ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
﹂

と
語
っ
て
い
る
︵
１
９
９
４

年
11
月
27
日
付
け
、
南
海
タ

イ
ム
ス
記
事
﹁
ロ
ベ
に
魅
せ

年
、﹁
八
丈
島
ガ
ー
デ
ン
﹂
を

創
立
、
球
根
や
苗
物
の
栽
培

を
始
め
た
。
ロ
ベ
の
種
子
を

何
十
万
と
小
笠
原
か
ら
持
ち

帰
り
、
苗
を
育
て
た
と
い

う
。﹁
横
浜
植
木
が
植
え
つ

け
た
ロ
ベ
は
成
木
で
、
す
ぐ

う
回
想
し
て
い
る
。

横
浜
植
木
が
導
入
し
た
２

株
の
ロ
ベ
は
、
中
之
郷
・
山

下
清
吉
村
長
宅
に
植
え
つ
け

ら
れ
翌
年
実
を
つ
け
た
。

﹁
村
長
さ
ん
に
わ
け
て
く
れ

と
言
っ
て
も
、
横
浜
植
木
に

送
る
か
ら
と
、
ひ
と
粒
だ
っ

て
く
れ
は
し
な
い
。
ま
る
で

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
取
り
扱
う

よ
う
に
厳
重
だ
っ
た
。
数
年

後
、
種
は
小
笠
原
の
農
業
試

験
場
に
送
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
知
人
を
通
し
て
苗

を
買
っ
た
﹂と
、同
誌
で
甲
太

郎
さ
ん
。
ロ
ベ
と
出
会
っ
て

10
年
目
に
夢
が
か
な
っ
た
と

い
う
。

も
う
ひ
と
り
、
中
之
郷
・

福
田
富
一
郎
さ
ん
は
昭
和
３

八
丈
島
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
を
導
入
し

た
﹁
横
浜
植
木
株
式
会
社
﹂

は
１
９
１
９
︵
大
正
８
︶
年
、

中
之
郷
に
約
５
㌶
の
畑
を
借

り
、
農
場
を
開
設
し
た
。
そ

の
農
場
に
勤
務
し
、
園
芸
技

術
を
学
ん
だ
島
民
の
中
か
ら

園
芸
の
先
駆
者
が
２
人
誕
生

す
る
。

そ
の
ひ
と
り
、
中
之
郷
・

山
下
甲
太
郎
さ
ん
は
、
ロ
ベ

の
美
し
さ
に
惹
か
れ
、
早
く

か
ら
栽
培
を
始
め
て
い
る
。

﹁
昭
和
３
年
、小
笠
原
か
ら
３

０
０
本
の
苗
を
買
う
こ
と
が

で
き
た
。
⋮
確
か
１
本
１
円

50
銭
で
し
た
﹂。
甲
太
郎
さ

ん
は
雑
誌
﹃
婦
人
公
論
﹄︵
１

９
８
５
年
５
月
発
行
︶
で
こ

S.33年 観葉植物の手引書 島の園芸家ら執筆

▲1951（昭和 26）年発行の『サンデー毎日』の誌面と表紙

S.26年

ロ
ベ
は
小
笠
原
で
増
産

山
下
甲
太
郎
さ
ん

福
田
富
一
郎
さ
ん

年
を
と
っ
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で

き
る
ロ
ベ
の
仕
事
は
八
丈
島
の
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
支
え
、
健
康
維
持
に
も

一
役
買
う
。
三
根
・
佐
藤
信
夫
さ
ん

︵
88
歳
︶、
初
子
さ
ん
︵
84
歳
︶
夫
妻
は

今
も
毎
週
ロ
ベ
を
出
荷
し
て
い
る
。

信
夫
さ
ん
は
樫
立
、
初
子
さ
ん
は
三

根
の
出
身
で
、
ふ
た
り
は
結
婚
後
に
上

京
、
東
京
・
板
橋
の
大
山
で
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
屋
を
営
ん
で
い
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
の
は
40
年
ほ
ど
前
。
信
夫
さ
ん
は
帰

島
し
て
し
ば
ら
く
親
戚
の
船
に
乗
っ

て
漁
を
手
伝
う
な
ど
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
樫
立
の
畑
を
引
き
継
ぎ
、
ロ
ベ

農
家
に
な
っ
た
。

島
は
雨
が
多
い
。
ぬ
か
る
ん
だ
足
下

で
、
傾
斜
地
の
畑
か
ら
ロ
ベ
を
切
る
作

業
は
高
齢
者
に
は
厳
し
い
。
そ
し
て
、

何
よ
り
必
要
な
の
が
車
。
運
転
免
許
の

返
納
を
機
に
ロ
ベ
の
出
荷
を
止
め
る

高
齢
農
家
も
少
な
く
な
い
。

信
夫
さ
ん
は
耳
が
遠
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
昨
年
、
初
子
さ
ん
と
一
緒

に
車
の
免
許
を
返
納
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
ロ
ベ
を
切
る
の
も
自
分
た
ち
で
や

っ
て
き
た
が
、
今
は
同
居
す
る
息
子
の

忍
さ
ん
︵
48
歳
︶
が
、
樫
立
の
畑
か
ら

ロ
ベ
を
切
っ
て
運
ん
で
く
れ
る
。
買
い

物
や
病
院
へ
の
送
り
迎
え
も
忍
さ
ん

が
頼
り
だ
。

ロ
ベ
の
作
業
は
、
適
度
に
身
体
を
動

か
し
、
出
荷
の
管
理
や
精
算
事
務
な
ど

に
頭
も
使
う
。
年
を
と
っ
て
も
自
分
た

ち
の
労
働
で
収
入
を
得
る
こ
と
は
、
生

き
る
張
り
合
い
に
な
る
。
こ
こ
数
年
は

病
院
に
行
く
機
会
は
増
え
た
が
、
夫
婦

と
も
前
向
き
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

﹁
病
院
で
友
だ
ち
に
会
う
と
、﹃
元
気
で

い
よ
う
ね
﹄
と
声
を
か
け
て
い
る
。
こ

の
年
に
な
っ
て
青
色
申
告
を
す
る
の

も
大
変
だ
け
ど
、
な
ん
と
か
続
け
ら
れ

る
限
り
は
⋮
﹂
と
初
子
さ
ん
は
笑
う
。

自宅の作業場へ持ち込まれたロベの葉は、信夫さんがトゲを取り除いた後、蛍光灯の
灯りの下で二人並んで葉先の調整を行う。のんびりテレビを見たり、話をしながらの
時間は楽しく過ぎる。「最近は目が見にくくなって大変です」と信夫さん。

三
根
・
佐
藤
信
夫
さ
ん
夫
妻

ロ
ベ
は
生
き
る
張
り
合
い

1958（昭和 33）年、『観葉植物
�作り方の手引�』（誠文堂新光
社刊）が、「八丈島園芸農業協同
組合」「農耕と園芸編集部」の共
同編集で発行された。グラビア
のキャプションには、「八丈島
はヤシの島、熱帯植物の島とし
て時代の脚光をあびている。そ
の種類は 600種を超え、苗は全
国の営業家に送られている」
「島の空地という空地は、フェ
ニックス・ロベレニーでうず
まっている」とある。
島の園芸家18人が、バナナ、
マンゴー、パイナップルのほ
か、アンスリウム、カラジウム、
サンセベリア、シダ類、ストレリ
チア、ブーゲンビリアなどの品
種紹介や作り方の手引きを執
筆している。園芸先進地・八丈
島を記録した 1冊だ。

ロ
ベ
・
ブ
ー
ム
が
話
題
に

戦
後
ま
も
な
く
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１
９
３
０︵
昭
和
５
︶年
に
岐

阜
県
か
ら
八
丈
島
に
移
住
し
、

印
刷
所
も
移
転
し
て
﹁
南
海
タ

イ
ム
ス
﹂の
ほ
か﹁
八
丈
島
園
藝

新
聞
﹂
を
発
行
し
て
い
た
吉
田

貫
三
さ
ん
は
昭
和
11
年
に
小
笠

原
か
ら
ロ
ベ
の
種
を
購
入
、
栽

培
を
始
め
た
。
写
真
は
、
鉢
上

げ
し
た
ロ
ベ
の
ヨ
シ
ズ
張
り
鉢

仕
立
場
︵
昭
和
16
年
に
撮
影
︶。

昭
和
11
年
に
東
京
の
温
室
村

︵
世
田
谷
︶に
あ
る
森
田
農
園
で

ロ
ベ
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
の

を
見
て
、
露
地
栽
培
が
可
能
な

ら
経
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に

着
目
し
て
同
15
年
、﹁
八
丈
島
園

芸
組
合
﹂を
設
立
、そ
の
普
及
に

力
を
入
れ
た
。
が
、
翌
年
開
戦
。

１
町
歩
余
り
の
畑
や
施
設
内
に

あ
っ
た
ロ
ベ
な
ど
の
園
芸
植
物

は
引
き
抜
か
れ
た
。
終
戦
後
の

同
21
年
、
吉
田
さ
ん
は
八
丈
島

園
芸
組
合
の
組
合
長
と
し
て
組

合
員
に
対
し
、
軍
が
戦
争
中
に

組
合
員
が
培
養
し
て
い
た
植
物

に
与
え
た
損
害
を
組
合
に
報
告

し
て
ほ
し
い
と
の
﹁
告
知
﹂
を
、

同
年
７
月
13
日
付
け
の
南
海
タ

イ
ム
ス
に
掲
載
し
て
い
る
。

戦時中引き抜かれ…

昭
和
16
年
、
ロ
ベ
畑
に
積
雪
。
吉
田

さ
ん
は
露
地
で
越
冬
す
る
確
証
を

得
た
、
と
写
真
帳
に
記
し
て
い
る
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昭和 28

昭和 31

昭和 32

昭和 33

○横浜植木株式会社は、鉄砲百合系のシネンシスを培養する
ため、大正 8年に中之郷の畑約 5㌶を借り受けて農場を開設
し、ロベの培養も行う（同社農場は、シネンシスにモザイク
病が蔓延したため、大正 15年に閉鎖する）。
○中之郷・山下甲太郎氏は、小笠原からロベ苗を導入する。
同年、「八丈島ガーデン」を創立した福田富一郎氏は球根類の
培養から着手、小笠原からロベの種子を入手して栽培する。
○月刊「八丈島園藝新聞」が創刊され、島外の園芸界に向け
て、八丈島特産の園芸植物の宣伝・販売活動を始める。
○山下甲太郎、福田富一郎、大澤政蔵の 3氏は、ロベ苗 2600
本を中之郷の各家庭に 10本ずつ配布する。
○「八丈島園芸組合」が設立される。
○12月、開戦。駐屯していた軍は食糧増産の名のもと、青年
団を組織してロベを引き抜いて焼くよう命令する。
○中之郷で「園芸組合」が誕生する。
○「八丈島園藝新聞」が廃刊。

○「精香園」など貸鉢業者がロベを買い付けに来る。
○貸鉢業大手の「東光園」が来島。ロベの出荷が本格化する。
○8月、「八丈島園芸農業協同組合」が創立総会を開く。
○1月、「八丈島園芸農業協同組合」が正式に認可される。
○2月、「八丈島園藝新聞」が再刊する。
○この年、ロベの 1尺物は 10株 3000円の高値で販売され
た。翌 25年の国家公務員の初任給は 4223円。
○町の花卉園芸栽培面積の調査で、ビニールハウスが初めて
対象となり、2,560㎡と集計される（以後、ビニールハウスは
毎年増え続け、昭和 45年は 384,600㎡に拡大する）。
○園芸農協など３団体は千葉大、京都大、岡山大などの教授
ら学会の権威者を招き、栽培技術の習得、研究試作を進める。
○末吉村婦人会がロベの２年生苗を 1000本購入し、全会員
に 10本ずつ配布する。
○町の花卉園芸販売統計に切葉切花（1800万円）が初めて集
計の対象となり、基幹作目としての位置づけを確立する。
○8月、八丈島の園芸を全国に宣伝しようと、園芸農協主催
の「熱帯植物祭（フェニックスの祭典）」が開かれる。初の「ミ
ス八丈コンテスト」の開催や航空会社による遊覧飛行など、
一大イベントとなる。

○八丈島の熱帯植物と球根類の栽培状況を視察するため、全
国花卉業界の 271人が来島する。
○ロベの生産数量が 503万本、販売数量 24万本、販売金額
は 3300万円に（『八丈島概況』）。

「5日間に 1便しかない船便は待ちきれない」と、1954（昭和 29）年、
「八丈島航空輸送農業協同組合」が設立され、八丈島特産の観賞用植物の空
輸が始まる。その様子を、『南の島に花の飛行機』の見出しで、毎日新聞（昭
和 30年 3月 27日付）が大きく紹介した＝写真。
出資金は 500万円。借入金などと合わせ 1300万円で米国パイパー製

のトライ・ペイサー単発機（4人乗）を借り入れ、同年 10月には同社製の
双発機（6人乗）を購入する計画のもと、単発機を月 20回、双発機を月 36
回運航する目標をかかげた。日本最初の自家用飛行機だったという。小宮
山源一組合長は「本島の開拓史を飾る記念日」と創立総会で述べた。
昭和 30年４月からは東京〜八丈島間に定期航空路が開設される。日本
ヘリコプター輸送㈱の双発ダブ機（8人乗）が就航し、夏には同社のヘロ
ン機（14人乗）が毎日運航した。同年 3月から運航を始めた八丈島航空農
協のトライ・ペイサー機は、6月、日本青年飛行連盟がチャーターして広
島から藤沢へ向けて飛行中、伊豆半島の山中で墜落、大破した。八丈島航
空農協はその後、事業を停止する。

こぼれ話 「船便待てない」航空農協が設立

昭和 46

昭和 51

昭和 53

昭和 58

昭和 62
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○花卉園芸の露地栽培の面積が 358㌶と、22年間で 20倍に
拡大する。
○中之郷・奥山高良氏宅の雌雄 2株のロベが、導入の原木と
して八丈町天然記念物に指定される（この原木は山下清吉村
長が昭和 27年、甥の高良氏宅に移植したもの）。
○大型貨客船「すとれちあ丸」が就航し、コンテナによる切
葉出荷が大幅に改善。急送便が確立される。
○八丈島ロベ祭実行委員会が「ロベ祭り」を開催。産地形成
に功績があった 9業者 10氏に感謝状を贈る。中之郷の新堤
近くに「ロベ感謝の碑」を建立、導入の原木も移植した。
○切葉の安定出荷、出荷規格作成をめざす「八丈島ロベ共撰
共販出荷組合」が発足する。組合員は 33人。
○共選共販によるロベ切葉を初めてオランダに輸出。

○ロベ鉢物をオランダへ輸出する。
○1991年の花き園芸の生産高が 26.7億円となる。このうち
ロベは切葉が 13.7億円（単価 19.2円）、鉢物が 3.4億円（花
き生産出荷実績調査）。
○オランダで開催された「国際園芸博覧会・フロリアー
ドʼ92」に出展したロベが 1等賞を受賞する。
○ロベ切葉の出荷額が共撰共販、個撰合わせて過去最高の
15億円を超える。以後、生産高は減少していく。
○東京都の単独事業で「フェニックス養成施設」（ラスハウ
ス）が整備される。
○全国 217市場のロベに関する市場動向調査が実施され、八
丈島の市場占有率が 90％を超える。
○2月に「八丈島観葉植物トレードフェア」が開催。市場関
係者が多数来島し、生産者との取引が活発に行われる。
○ロベ共撰共販出荷組合が 30周年。組合員は 273人。

ロベ 100年の歴史　since1921〜

こぼれ話
「ロベ 100年の歴史」は、大正 10年、横浜植木の鈴木浜吉社長がタイ
から高さ 60㌢ほどの雌雄 2株のロベを持ち帰り、八丈島に植えたとする
同社の『100年史』や、樫立・磯崎八助氏の著書『八丈の湯と絹と踊』の
記録をもとに作成したが、導入時期は大正 5年との記録もいくつか残る。
横浜植木のロベの親株を積んだ船が小笠原へ向けて航行中、時化にあ

い、八丈島に寄港して雌雄 2株が降ろされたという「日本花卉新聞」の寄
稿文（京都大学・瀬川弥太郎氏）や、研究論文（東京農大・増井好男氏）
があるほか、山下甲太郎氏も、山下清吉村長の雌雄 2株のロベは、横浜植
木の社長が大正５年に南洋航路の船から降ろしたもの、と語っている。

中之郷では、山下村長がロベの種子 10粒を同村
の大澤政蔵氏＝写真＝に播かせ、そのうち 7本が
発芽したという話が伝わっており、これが八丈島
でのロベ栽培の始まり、といわれている。政蔵氏は
染物業を営むかたわら、早くから酪農を始めるな
ど産業振興の功労者。中之郷小学校で教べんをと
ったこともあり、山下村長は教え子のひとりだっ
たという。

定期航空路開設前 自家用機を購入
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◀
91
年
４
月
28
日
付
南
海
タ
イ
ム
ス

◀1955年のミスユニバース世界
大会で 5位に入賞した日本代表
の高橋敬緯子さんが、ミス八丈コ
ンテストの審査員として来島した
（写真は出迎えの八丈島空港）

10粒植え 7本発芽
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し
て
い
た
ほ
か
、
島
内
生
産
者
に
向
け
て
は
、
有
望
園

芸
品
種
の
紹
介
や
栽
培
技
術
の
特
集
、
施
肥
や
病
害
虫

対
策
な
ど
の
情
報
も
伝
え
て
い
る
。

南
海
タ
イ
ム
ス
社
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
同
紙
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
す
べ
て
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た

た
め
、
当
社
で
は
古
書
店
や
国
会
図
書
館
よ
り
一
部
を

入
手
し
た
。
戦
前
の
新
聞
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
昭
和
15

年
12
月
１
日
号
し
か
入
手
で
き
て
い
な
い
が
、
戦
後
す

ぐ
に
黄
金
期
を
迎
え
る
八
丈
島
園
芸
業
の
礎
の
一
端

を
伝
え
て
い
る
。

﹁
八
丈
島
園
藝
新
聞
﹂
は
１
９
３
７
︵
昭
和
12
︶
年
に

創
刊
、
戦
況
が
悪
化
し
た
同
18
年
ま
で
６
年
間
、
月
１

回
発
行
し
て
い
た
。
戦
後
は
昭
和
24
年
に
再
刊
し
て
同

32
年
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
︵
廃
刊
の
年
月
日
は
未
確

認
︶。
発
行
人
は
、
南
海
タ
イ
ム
ス
社
社
主
・
吉
田
貫
三

氏
。
吉
田
氏
は
昭
和
15
年
に
﹁
八
丈
島
園
芸
組
合
﹂、
同

23
年
に
﹁
八
丈
島
園
芸
農
業
協
同
組
合
﹂
を
設
立
す
る

な
ど
、こ
の
時
期
、島
の
園
芸
発
展
に
力
を
注
い
だ
。島

内
外
の
園
芸
関
係
者
に
向
け
て
発
信
し
た
園
藝
新
聞

も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
紙
面
を
通
し
て
八
丈
島
特
産
の
ヤ

シ
類
、
観
葉
植
物
を
広
く
全
国
の
園
芸
家
に
ア
ピ
ー
ル

特
産
品
島
外
に
新
聞
で
Ｐ
Ｒ

記録された園芸史
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▶
１
９
４
０
︵
昭
和
15
︶
年
12
月
１
日
発
行
の
﹁
八
丈
島
園
藝
新
聞
﹂
の
２
面
と
３
面
。
ケ
ン

チ
ャ
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
育
て
方
を
紹
介
す
る
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
広
告
欄
︵
広
告
主
は

﹁
八
丈
島
ガ
ー
デ
ン
﹂
の
福
田
富
一
郎
さ
ん
︶
に
は
、
当
時
、
斑
入
り
タ
コ
ノ
キ
や
ベ
ン
ガ
ル

ゴ
ム
、
ド
ラ
セ
ナ
類
な
ど
、
現
代
の
人
気
商
品
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、﹁
八
丈
島
ガ
ー
デ
ン
﹂
の

福
田
さ
ん
の
先
進
性
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
記
録
だ
。ヤ
シ
類
も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
。フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
は
１
尺
苗
が
10
株
で
１
円
80
銭
の
売
値
が
つ
い
て
い
る
。



▶
八
丈
島
の
園
芸
史
を
特
集
し
た
昭
和
32
年
３
月
10
日
発
行
の
園
藝
新
聞
１
面
。
古
い

文
献
か
ら
１
７
９
１
︵
寛
政
３
︶
年
に
ビ
ロ
ウ
が
植
樹
さ
れ
た
記
録
を
発
掘
し
、
八
丈
島

園
芸
の
草
分
け
、
と
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
最
古
の
ビ
ロ
ウ
は
、
記
事
に
よ
る
と
昭
和
32

年
当
時
も
大
里
に
そ
び
え
て
い
た
。
こ
の
特
集
で
は
、
ビ
ロ
ウ
に
つ
づ
く
第
二
陣
は
、
１

９
１
６
︵
大
正
５
︶
年
の
横
浜
植
木
会
社
に
よ
る
ロ
ベ
の
導
入
、
と
あ
る
。

▲花卉園芸の栽培面積と移出高の推移も掲載されている。1928（昭和 28）年に移出高が
700万円だった観葉植物類は、昭和 31年に 3800万円余、450万円だった切葉切花類も
2750万円と、それぞれ 3年で 5倍以上に伸びている（ちなみに、『八丈町産業概要』によ
ると、昭和 45年の販売額は観葉植物類が 3億 8460万円、切葉切花類は 2億円超に）。

昭和24〜32年
1949 �1957

観葉植物は高級品
戦後、園芸の先進地として島外から熱い視線を集め

ていた八丈島。品目別の園芸植物の値段は、戦後再刊
した「八丈島園藝新聞」で確認できる。島外業者向けの
値段だが、1949（昭和 24）年のロベ幹丈 1尺物は 10
株 3,000円。同年の国家公務員の初任給は 4,223円だ
から、園芸植物がいかに高級品だったかがわかる。昭和
28年のロベの 8寸鉢は 10本 5,500円、ケンチャ・フ
ォステリアナは 5寸鉢 1本 10,000円もした。
気候的優位にあった小笠原や沖縄が戦後、米国に占

領されると、八丈島は最暖地として、「東洋のハワイ」
「大自然の温室」などと形容されるようになる。が、生
産量が増えるにつれ高値で取り引きされていた観葉鉢
物は値下がり傾向となり、代わって、輸送面で有利な
切葉切花が八丈島の基幹作目になっていく。
この変化は、1950（昭和 25）年から 21年間にわた

る花き園芸の販売状況を掲載している『八丈町産業概
要』（昭和 48年刊）からも確認できる。
昭和 45年まで拡大を続けた鉢物の生産にかげりが

出てくるのは翌年から。一方、昭和 28年に統計に初登
場した切葉切花類の販売額は増え続け、昭和 46年に
は鉢物の販売額と逆転している。　

戦
後
の
１
９
４
９
︵
昭
和
24
︶
年
２
月
に
再
刊
し
た
﹁
八
丈
島
園
藝
新
聞
﹂。
こ
の
年
は
ま
だ
日
本
は
連

合
国
軍
総
司
令
部
︵
＝
Ｇ
Ｈ
Ｑ
︶
の
占
領
下
に
あ
り
、
す
べ
て
の
出
版
物
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
検
閲
さ
れ

て
い
た
。﹁
再
刊
の
辞
﹂
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
１
面
に
は
、
検
閲
の
日
付
と
印
﹁
 
 
 
 
 
 
 
 
﹂が

押
さ
れ
て
い
る
。
米
国
の
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
は
一
部
が
国
会
図
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。園
藝
新
聞
は
途
中
旬
刊
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、廃
刊
を
含
め
て
そ
の
年
月
日
は
確
認
で
き
な
い
。
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戦
後
再
刊

ビ
ロ
ウ
は
江
戸
時
代
に

昭
和
30
年
代
に
急
成
長
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▲戦後の園藝新聞を見ると、昭和 20年代の八
丈島は農業王国だった。大量の農産物が島外へ出
荷され、蔬菜、牛乳は島内で自給していた。1949
（昭和 24）年 7月 1日付けの紙面には、「記録破り
の麦増収」の見出し。「農家の知性と腕が物を言う」
農産物共進会の入賞者発表記事では、反当たり収
量の 1等は、大麦が中之郷村・菊池規一さんの五
石一九三五（＝937㍑）、小麦が大賀郷村・沖山晋
さんの三石三四八四（＝604㍑）だった。同日の紙
面に、「甘藷王国の実現？　生産額七千万円を目
標」の記事もみえる。甘藷（キャベツ）やレタス、
セロリーの大量生産は実現し、八丈島は昭和 27
年、政府指定の蔬菜特産地になる。
ネックとなったのは、輸送面のハンディ。加え

て、安価なビニールハウスが全国で普及すると、地
の利を生かした蔬菜類の端境期出荷のメリットが
失われる。その後の離島ブームで観光業が盛んに
なり、八丈島の産業は大きく変貌していく。

昭和20年代は農業王国



は
▽
切
り
花︵
19
種
︶▽
切
り

葉
︵
12
種
︶
▽
鉢
物
︵
12
種
︶

▽
大
型
ヤ
シ
類
▽
球
根
︵
11

種
︶│
│
の
合
計
55
種
。そ
れ

ぞ
れ
に
、作
付
面
積︵
㌃
︶、出

荷
数
量
︵
本
、
球
︶、
生
産
額

合
計︵
円
︶の
デ
ー
タ
が
露
地

栽
培
、施
設
栽
培
、そ
し
て
合

計
の
３
つ
に
分
け
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

当
初
は
生
産
物
の
反
収
な

ど
を
全
国
基
準
に
沿
っ
て
算

出
し
て
い
た
が
、
算
出
基
準

を
段
階
的
に
八
丈
島
の
実
態

に
合
わ
せ
て
変
更
し
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
品
種
に
よ
っ

て
は
実
績
が
１
年
で
大
き
く

額
の
62
・
６
％
を
占
め
る
約

16
億
７
千
万
円
。
主
力
の
ロ

ベ
は
７
１
５
９
万
枚
を
出
荷

し
、
生
産
額
は
約
13
億
７
千

万
円
。
レ
ザ
ー
は
８
４
３
万

枚
で
約
２
億
５
千
万
円
。

ロ
ベ
の
鉢
物
は
生
産
額
が

約
３
億
４
千
万
円
あ
っ
た
。

ほ
か
で
は
、
特
産
の
フ
リ

ー
ジ
ア
が
球
根
約
３
千
万
球

を
出
荷
し
、
売
り
上
げ
９
千

万
円
。一
方
、フ
リ
ー
ジ
ア
の

切
り
花
は
１
７
９
万
本
で
、

約
４
８
０
０
万
円
だ
っ
た
。

﹁
花
き
生
産
出
荷
実
績
調

査
﹂は
町
、都
、農
協
の
各
担

当
係
が
、
生
産
者
の
露
地
・

施
設
栽
培
面
積
の
増
減
、
農

協
の
販
売
実
績
や
市
場
情

報
、
さ
ら
に
東
海
汽
船
の
貨

物
出
荷
量
な
ど
を
も
と
に
ま

と
め
発
表
し
て
い
た
も
の
。

93
年
の
同
調
査
で
は
、
項
目

変
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、ロ
ベ
を
は
じ
め
、八

丈
島
の
園
芸
品
種
は
個
撰
出

荷
が
主
流
で
、
正
確
な
生
産

額
の
把
握
は
で
き
な
い
た

め
、
い
ず
れ
も
推
計
値
を
も

と
に
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
統
計
対
象
項
目

な
ど
の
都
合
に
よ
り
調
査
の

内
容
が
変
更
さ
れ
た
り
、
簡

略
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
同
調

査
の
結
果
が
南
海
タ
イ
ム
ス

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
２

０
１
０
年
が
最
後
で
、
総
生

産
額
は
約
16
億
円
だ
っ
た
。

﹁
島
の
園
芸
の
実
態
を
知

る
こ
と
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
共
に
、
園
芸
産
地
と
し
て

生
き
残
る
戦
略
を
考
え
る
上

で
必
要
な
基
礎
デ
ー
タ
。
関

係
機
関
の
こ
う
し
た
地
道
な

取
り
組
み
を
復
活
し
て
ほ
し

い
﹂
と
の
声
が
あ
る
。

ス
テ
ム
だ
。

就
農
を
希
望
す
る
人
や
農

業
経
営
の
規
模
を
拡
大
し
た

い
認
定
農
業
者
は
、
希
望
す

る
農
地
が
あ
れ
ば
町
に
利
用

申
請
を
行
う
。
町
が
所
有
者

に
打
診
し
て
了
解
が
得
ら
れ

れ
ば
、
当
事
者
間
で
交
渉
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
農
地
の
中

間
管
理
は
行
わ
ず
、
あ
く
ま

で
農
地
情
報
を
公
開
し
、
希

望
者
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
。

農
地
の
流
動
化
を
支
援
す

る
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
一
般
社
団
法
人
東
京
都
農

業
会
議
︵
農
地
中
間
管
理
機

構
︶
が
実
施
す
る
農
地
の
中

間
管
理
事
業
が
あ
っ
た
。
同

八
丈
町
農
地
仲
介
制
度

は
、﹁
高
齢
や
健
康
上
の
理
由

で
耕
作
が
続
け
ら
れ
な
い
﹂

﹁
後
継
者
が
い
な
い
﹂﹁
農
地

を
相
続
し
た
が
、
自
身
で
管

理
・
耕
作
す
る
意
志
が
な

い
﹂
な
ど
の
理
由
で
農
地
を

手
放
し
た
い
人
が
、
農
地
の

所
在
、取
引
形
態︵
貸
与
、売

買
︶、
希
望
条
件
︵
貸
与
の
年

数
、貸
与
・
売
買
額
︶な
ど
の

情
報
を
町
へ
登
録
。
こ
れ
を

ネ
ッ
ト
な
ど
で
公
開
し
て
利

用
希
望
者
を
募
る
新
た
な
シ

機
構
が
所
有
者
か
ら
農
地
を

借
り
上
げ
て
中
間
保
有
し
、

希
望
者
に
貸
し
出
す
事
業

だ
。
２
年
以
内
に
借
り
手
が

見
つ
か
り
そ
う
な
土
地
は
中

間
保
有
と
し
て
管
理
を
行
う

建
前
だ
が
、
現
地
に
管
理
担

当
者
が
い
る
わ
け
で
も
な

在
、
整
備
さ
れ
る
多
く
の
施

設
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
た

も
の
だ
。

そ
し
て
、
新
た
な
就
農
者

を
生
活
面
で
支
え
る
の
が
、

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

︵
経
営
開
始
資
金
、50
歳
未
満

が
対
象
︶
に
よ
る
各
種
支
援

制
度
。
年
々
条
件
が
複
雑
に

な
っ
た
り
、
支
援
額
が
変
更

さ
れ
る
が
、
就
農
希
望
者
が

自
立
で
き
る
ま
で
の
数
年
間

の
生
活
を
資
金
面
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
八
丈

町
の
総
生
産
額
が
初
め
て
25

億
円
を
超
え
た
の
は
１
９
９

０︵
平
成
２
︶年
で
、翌
91︵
同

３
︶
年
の
26
億
６
９
０
０
万

円
が
ピ
ー
ク
だ
。
20
億
円
台

は
２
０
０
３︵
同
15
︶年
ま
で

維
持
し
た
。

91
年
は
切
り
葉
が
総
生
産

6

新
規
就
農
を
目
指
す
上
で
、
最
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
農
地
の
確

保
だ
。
町
は
２
０
２
２
年
５
月
、
所
有
者
が
耕
作
、
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地

の
情
報
を
集
め
て
ネ
ッ
ト
上
な
ど
に
公
開
。
町
の
仲
介
に
よ
っ
て
農
地
の
利
用

希
望
者
に
広
く
紹
介
す
る
﹁
八
丈
町
農
地
仲
介
制
度
﹂
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

2017
2018
2019
2020
2021

55,244
59,776
103,256
87,774
81,938

22,749
87,741
31,527
42,239
75,690

27
36
35
35
34

18
27
23
33
38

年度 貸借（㎡） 筆 売買（㎡） 筆

八丈町の農地流動化面積
（2017〜2021年度）

１
９
９
０
年
代
、
八
丈
町
の
花
き
総
生
産
額
は
20
億
円
台
を
キ
ー
プ
し
て
い
た
。

最
高
だ
っ
た
の
は
91
年
の
約
26
億
７
千
万
円
。
ロ
ベ
切
り
葉
の
生
産
額
も
93
年
に

は
、
過
去
最
高
の
15
億
円
を
突
破
し
て
い
る
。
当
時
の
島
の
園
芸
産
業
統
計
の
指
標

と
な
っ
て
い
た
﹁
花
き
生
産
出
荷
実
績
調
査
﹂
で
振
り
返
っ
た
。

八丈島の花卉総生産額

町
が
農
地
仲
介
制
度

2022年5月から

注）農地の賃貸契約を 5年おきに更新す
るケースなどでは、当該面積、筆数は更新
年の実績にカウントされる。

八
丈
町
で
利
用
で
き
る
新

規
就
農
や
農
業
経
営
を
支
援

す
る
主
な
制
度
は
▽
農
地
の

整
備
▽
施
設
の
整
備
▽
生
活

支
援
│
│
と
い
う
３
つ
の
柱

が
あ
る
︵
一
部
の
支
援
は
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と

が
条
件
︶。

農
地
の
整
備
で
は
、
荒
廃

し
た
遊
休
農
地
を
復
活
さ
せ

る
﹁
再
生
支
援
﹂︵
旧
ス
ト
ッ

プ
遊
休
農
地
再
生
事
業
︶
が

あ
り
、
対
象
面
積
当
た
り
で

一
定
額
の
補
助
が
行
わ
れ

る
。こ
れ
は
ニ
ー
ズ
が
高
く
、

八
丈
町
管
内
で
も
予
算
の
取

り
合
い
に
な
る
ほ
ど
だ
。

ま
た
、
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
施
設
整
備
で
は
、

東
京
都
の
山
村
離
島
振
興
施

設
整
備
補
助
金
が
あ
る
。
現

手
厚
い
新
規
就
農
者
支
援
制
度

農
地
・
施
設
整
備
 生
活
支
援

貸
し
た
い

売
り
た
い

1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010

220,100
256,900
266,900
264,800
260,900
265,000
243,000
254,800
244,546
219,945
208,419
202,696
201,627
203,685
201,730
192,407
191,129
194,029
183,147
175,408
164,622
160,089

（万円）
67,670
74,974
71,592
71,592
72,610
71,441
57,270
52,930
48,350
55,365
52,467
49,754
46,816
44,868
43,369
42,925
42,060
41,790
42,148
42,751
44,181
46,265

切り葉
出荷数量
（千本）

1,092,935
1,363,252
1,371,126
1,371,126
1,529,380
1,431,945
1,267,590
1,277,970
1,218,950
1,061,235
1,006,182
1,000,590
1,032,963
1,036,566
1,044,319
992,171
974,718
1,050,250
1,017,419
995,525
946,143
987,655

生産額
（千円）

16.2
18.2
19.2
19.2
21.1
20.0
22.1
24.1
25.2
19.0
19.0
20.0
22.0
23.0
24.0
23.0
23.0
25.0
24.0
23.0
21.0
21.0

単価
（円）

鉢物

389,620
354,200
339,480
334,650
266,200
144,100
132,572
168,728
164,220
150,650
137,550
154,056
154,056
154,056
146,720
139,384
170,844
170,844
144,905
113,422
74,813
70,829

生産額
（千円）

花卉総生産額とロベ切葉、鉢物の出荷数量、生産額
花き生産出荷実績調査（1989〜2010）より

年

表 1

﹁
花
き
生
産
出
荷
実
績
調

査
﹂か
ら
、１
９
８
９
〜
２
０

１
０
年
の
ロ
ベ
の
切
り
葉
、

鉢
物
の
生
産
額
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
た
︵
左
表
１
︶。

ロ
ベ
切
り
葉
出
荷
数
量
の

最
高
は
90
年
の
７
４
９
７
万

枚
。95
年
に
台
風
、干
ば
つ
の

厳
し
い
気
象
条
件
が
重
な

り
、
出
荷
数
量
が
５
７
２
７

万
枚
ま
で
激
減
。
そ
の
後
大

幅
な
回
復
が
見
ら
れ
ず
、
２

０
０
０
年
以
降
は
、
４
千
万

枚
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ロ
ベ
切
り
葉
の
生
産
額
ト

ッ
プ
は
93
年
の
15
億
２
９
３

８
万
円
。
翌
94
年
も
14
億
円

台
を
保
っ
た
。し
か
し
、そ
の

後
は
95
年
に
12
億
円
台
、
98

年
以
降
は
９
〜
10
億
円
台
が

続
い
て
い
る
。

平
均
単
価
は
、
93
年
以
降

ほ
ぼ
20
円
台
を
キ
ー
プ
。
97

年
25
・
２
円
、
出
荷
量
が
最

も
少
な
か
っ
た
06
年
も
25
・

０
円
の
高
値
を
つ
け
た
。
市

場
単
価
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
で

決
ま
る
た
め
、
出
荷
数
量
が

減
っ
て
価
格
が
上
が
る
の
は

堅
調
な
需
要
が
継
続
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

鉢
物
は
89
年
の
生
産
額
が

３
億
８
９
６
２
万
円
︵
出
荷

数
量
は
コ
ン
テ
ナ
１
８
７
３

基
︶だ
っ
た
の
に
対
し
て
、93

年
は
３
億
円
を
割
っ
た
。
翌

94
年
は
１
億
４
千
万
円
台
と

大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
１
億
円
台
は
維

持
し
て
き
た
が
、
08
年
の
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
景
気
が

低
迷
。
そ
の
影
響
を
も
ろ
に

受
け
て
09
年
は
７
４
８
１
万

円
と
１
億
円
を
割
る
ま
で
一

挙
に
落
ち
込
ん
だ
。

花卉総
生産額

20億円台キープ
﹁
花
き
生
産
出
荷
実
績
調
査
﹂

ロ
ベ
切
り
葉
だ
け
で
15
億
円

く
、
現
実
に
は
適
正
な
中
間

保
有
が
で
き
ず
、
流
動
化
に

は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

八
丈
町

農
地
仲
介
制
度

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ロ
ベ
鉢
物
│
│

92
年
ま
で
３
億
円
超

各
市
町
村
が
農
業
基
本
構

想
に
基
づ
い
た
農
業
経
営
改

善
計
画
を
立
て
、
意
欲
的
に

取
り
組
む
農
業
者
を
認
定

し
、
計
画
達
成
へ
向
け
て
様

ざ
ま
な
支
援
を
行
う
制
度
。

八
丈
町
で
は
81
人
︵
22
年
11

月
１
日
現
在
︶
が
認
定
さ
れ

て
お
り
、
平
均
年
齢
は
62
・

７
歳
。

55
品
目
デ
ー
タ
化

認
定
農
業
者
81
人

1992（平成 4）年 7月 5
日発行の南海タイムス 1
面。史上最高額となった
前年の花卉生産高のニ
ュースを伝える

八丈島ロベ新聞 100years 2023（令和 5）年 2月1日

ピークの1990年代は

農
地
情
報
ネ
ッ
ト
に
公
開

八丈町農地仲介制度　登録情報一覧 令和 4年 12月 15日　更新



の
販
売
に
負
の
影
響
が
出
ま

し
た
。
生
産
者
か
ら
小
売
店

︵
消
費
者
を
含
め
︶ま
で
が
厳

し
い
状
況
に
な
っ
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
花
卉
業

界
に
は
“
光
”
も
あ
り
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る﹁
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
﹂や﹁
外
出
自

粛
﹂で
、い
わ
ゆ
る﹁
お
う
ち

時
間
﹂が
増
加
。自
宅
で
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
や
鉢
物
、
小
さ
な

ブ
ー
ケ
を
飾
っ
て
楽
し
む
人

が
増
え
る
な
ど
、
ホ
ー
ム
ユ

ー
ス
需
要
の
拡
大
に
よ
り
、

花
卉
業
界
は
復
活
し
た
と
言

っ
て
い
い
程
の
活
況
を
呈
し

ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
国
内
の
切
花

生
産
量
は
１
９
９
６
年
の
約

57
・
６
億
本
を
ピ
ー
ク
に
、

２
０
２
１
年
は
32
・
５
億
本

と
半
減
。
現
状
も
花
卉
の
生

産
減
は
進
ん
で
い
ま
す
。

生
産
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
問
題
に
加
え
、
昨
今
の
生

産
コ
ス
ト
高
、
物
流
費
の
高

騰
な
ど
、
生
産
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
よ
り
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
八
丈
島
産
ロ
ベ

の
国
内
市
場
シ
ェ
ア
は
１
０

０
％
に
近
い
で
す
が
、
そ
の

生
産
量
も
減
少
傾
向
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

１
９
２
１
年
に
雌
雄
一
対

の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ

ー
株
が
八
丈
島
に
導
入
さ
れ

て
１
０
０
年
︵
正
確
に
は
１

０
１
年
︶
が
経
ち
ま
し
た
。

私
は
八
丈
島
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
が
、
生
活
の
一
部

に
常
に
ロ
ベ
の
存
在
が
あ
り

ま
し
た
。
実
家
は
切
葉
生
産

者
で
、周
り
か
ら﹁
お
前
は
ロ

ベ
の
お
か
げ
で
大
き
く
な
れ

た
﹂
と
よ
く
声
を
か
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ロ
ベ
は
八
丈

島
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
言
っ
て
も
言
い

過
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

私
は
縁
あ
っ
て
、
大
田
市

場
花
き
部
・
株
式
会
社
大
田

花
き
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。業
界
に
身
を
置
き
、改
め

て
ロ
ベ
の
存
在
価
値
を
認
識

し
ま
し
た
。
ブ
ー
ケ
や
装
飾

の
デ
ザ
イ
ン
、
特
に
メ
イ
ン

の
花
材
は
そ
の
時
代
の
ト
レ

ン
ド
で
変
化
し
て
い
き
ま
す

が
、
主
役
の
花
を
引
き
立
て

る
葉
物
は
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
、
そ
の
代
表
的
な
品
種

の
一
つ
、ま
た
、観
葉
植
物
・

鉢
物
と
し
て
の
商
品
地
位
を

確
保
し
て
い
る
の
が
﹁
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
﹂

で
す
。

２
０
２
０
年
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

花
卉
業
界
に
お
い
て
も
、
小

売
店
舗
の
休
業
、
時
間
短
縮

営
業
、
イ
ベ
ン
ト
や
冠
婚
葬

祭
の
延
期
や
中
止
・
規
模
縮

小
の
流
れ
と
な
り
、
花
卉
類

ロ
ベ
に
限
っ
た
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
産
が
不
安

定
︵
数
量
減
に
よ
り
安
定
し

た
仕
入
れ
が
で
き
な
い
︶
に

な
れ
ば
、
お
取
引
先
は
代
替

商
品
・
代
替
産
地
を
求
め
ま

す
。﹁
ロ
ベ
の
生
産
減
＝
お
取

引
先
・
ロ
ベ
需
要
の
減
﹂
と

い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

市
場
が
生
産
者
の
皆
さ
ま

に
求
め
る
“
安
定
出
荷
”
と

は
、
お
取
引
先
と
の
商
売
の

つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め

の
大
切
な
条
件
の
一
つ
で

す
。そ
れ
を
意
識
し
つ
つ
、思

い
つ
く
ま
ま
で
す
が
、
私
な

り
に
少
し
提
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ら
な
い
と
い
っ
た
現
状
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々

に
寄
り
添
い
、
土
地
の
有
効

活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

上
記
の
内
容
や
新
規
就
農

へ
の
取
り
組
み
な
ど
は
、
行

政
や
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
も
既
に

実
行
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。た
だ
、良
い
仕
組
み
や
制

度
を
作
っ
て
も
、
使
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。農
家
に
寄
り
添
い
、

理
解
し
て
い
た
だ
き
活
用
さ

せ
て
い
く
た
め
の“
孝
動
”が

必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
ら
の
因
果
律
を
大
小

問
わ
ず
明
確
に
す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
改
善
策
を
立
て

る
。そ
し
て
実
行
、そ
の
結
果

を
チ
ェ
ッ
ク
、
さ
ら
に
改
善

す
る
⋮
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

回
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
わ
れ
わ
れ
市
場
も

同
様
の
意
識
を
持
っ
て
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。
八
丈
島

だ
か
ら
、
ロ
ベ
の
生
産
者
だ

か
ら
と
い
う
区
分
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

お
取
引
先
︵
消
費
者
ま
で

含
め
て
︶
に
喜
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
対
価
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
丈
島
産
ロ
ベ
を
継
続
し
て

使
用
し
て
、
喜
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
引
き
続
き
生
産
者

の
皆
さ
ん
の
生
活
の
糧
と
な

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
現
場
に
お
も
む
き
、
声
を

聞
き
、
改
善
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
切
に
お
願
い
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
を
積
み
重
ね
て
、
１

５
０
年
後
、
２
０
０
年
後
も

ロ
ベ
と
と
も
に
繁
栄
し
続
け

る
八
丈
島
で
あ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。
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八
丈
島
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
  １
０
０
年
を
思
う

特 別 寄 稿　

株式会社 大田花き
営業本部執行役営業本部長

実
家
の
母
は
ロ
ベ
の
出
荷

に
意
欲
的
で
す
が
、
高
齢
の

た
め
に
畑
か
ら
ロ
ベ
の
切
出

し
作
業
が
困
難
で
す
。
ロ
ベ

の
切
り
手
が
い
れ
ば
少
量
な

が
ら
も
出
荷
が
で
き
、
同
時

に
生
活
に
も
張
り
が
出
て
く

る
と
感
じ
ま
す
。
島
内
で
解

決
す
る
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
外
に
目
を
向
け
て
労
働

力
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

強
化
は
急
務
と
考
え
ま
す
。

未
利
用
の
ロ
ベ
畑
の
貸
地

推
進
な
ど
は
、
地
域
の
農
業

委
員
会
な
ど
が
中
心
に
な
り

行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
の
制
度
や
仕
組
み
、メ

リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
て
い
な
い
方
が
お
り
ま

す
。
特
に
高
齢
者
は
何
と
な

く
知
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

ど
う
進
め
た
ら
良
い
か
分
か

人
手
不
足
解
消
策
が
急
務

生
産
者
個
人
の
対
応
に
は
限
界

淺沼 建夫さん

コ
ロ
ナ
禍
の
花
卉
業
界

課
題
を
明
確
に
し
改
善

﹁
ロ
ベ
生
産
減
＝
お
取
引
先
・
需
要
の
減
﹂

淺
沼
さ
ん
は
07
年
以
降
の
共
撰
共

販
に
よ
る
出
荷
数
量
、
売
上
額
、
単
価

を
詳
細
に
分
析
。
そ
の
結
果
、
出
荷
量

は
６
０
０
万
枚
〜
９
０
０
万
枚
台
で

推
移
す
る
が
、ピ
ー
ク
の
16
年
の
９
５

４
万
枚
が
、
21
年
は
７
４
１
万
枚
と
、

こ
こ
へ
き
て
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
原
因
を
現
場
感
覚
か
ら
﹁
生

産
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
が
大

き
い
﹂
と
分
析
し
た
。

平
均
単
価
は
現
在
が
約
23
円
で
、16

年
以
前
の
約
19
円
よ
り
高
い
。売
上
高

は
17
年
以
降
平
均
で
１
億
６
８
０
０

万
円
。16
年
以
前
の
平
均
と
比
較
し
て

約
４
０
０
万
円
減
少
し
た
。淺
沼
さ
ん

は﹁
単
純
に
全
体
の
出
荷
量
が
減
少
し

て
売
り
上
げ
が
減
っ
た
だ
け
は
な
い
。

16
年
以
前
は
単
価
が
高
い
需
要
期
の

４
月
に
平
均
65
万
枚
を
出
荷
し
て
い

た
が
、17
年
以
降
は
約
45
万
枚
と
20
万

枚
ほ
ど
減
っ
た
。今
年
の
状
況
を
見
て

も
同
じ
傾
向
が
あ
り
、単
価
が
高
い
お

盆
前
に
入
っ
て
い
た
注
文
に
応
え
ら

れ
な
か
っ
た
。稼
げ
る
と
き
に
出
荷
で

き
ず
、せ
っ
か
く
の
売
り
上
げ
を
逃
し

て
い
る
﹂
と
指
摘
し
た
。

全
国
シ
ェ
ア
９
割
を
誇
る
ロ
ベ
産

地
・
八
丈
島
が
、今
後
も
そ
の
地
位
を

維
持
で
き
る
の
か
。淺
沼
さ
ん
は
個
人

的
な
提
言
と
し
な
が
ら
、
５
年
後
、
10

年
後
に
向
け
た
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
﹁
集
落
営
農
﹂
へ
の
取
り
組
み
を
提

案
し
た
。

現
在
、全
国
に
１
万
５
千
以
上
の
組

織
が
あ
る
集
落
営
農
と
は
、集
落
ぐ
る

み
で
効
率
的
・
計
画
的
な
土
地
利
用
、

機
械
・
施
設
の
共
同
利
用
、能
力
や
適

性
︵
兼
業
農
家
、
高
齢
者
、
女
性
な
ど
︶

に
応
じ
た
農
作
業
の
分
担
、地
域
全
体

の
生
産
効
率
と
所
得
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
個
別
集
落
、
ま
た
は
い
く
つ

か
の
集
落
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
し
て

組
織
す
る
営
農
組
合
な
ど
だ
。

集
落
営
農
は
目
指
す
方
向
性
に
よ

っ
て
①
経
営
発
展
型
②
地
域
貢
献
型

│
│
の
２
つ
に
分
類
で
き
る
。経
営
発

展
型
は
、
▽
効
率
的
、
計
画
的
な
土
地

利
用
▽
規
模
拡
大
▽
複
合
化
・
多
角

化
│
│
な
ど
企
業
的
な
営
農
を
行
う
。

生
産
コ
ス
ト
を
減
ら
し
、ロ
ベ
以
外
の

品
目
も
取
り
入
れ
て
規
模
を
拡
大
し

て
い
く
タ
イ
プ
の
組
織
形
態
だ
。

一
方
で
地
域
貢
献
型
は
、▽
農
地
の

維
持
、
地
域
経
済
の
維
持
︵
女
性
・
高

齢
者
の
生
き
が
い
や
所
得
確
保
︶▽
生

活
の
維
持
︵
生
活
支
援
、
福
祉
、
環
境

保
全
な
ど
︶▽
人
材
維
持︵
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
を
含
む
︶│
│
な
ど
が
主
な

目
的
。﹁
若
者
を
取
り
込
み
な
が
ら
集

落
内
の
交
流
﹂﹁
地
域
資
源
を
活
用
し

た
付
加
価
値
の
創
出
﹂﹁
集
落
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、地
域
の

人
に
生
き
が
い
を
与
え
る
﹂
な
ど
、
第

一
に
地
域
活
性
化
の
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
。

島
内
に
も
分
業
ス
タ
イ
ル
を
取
り

入
れ
て
い
る
生
産
グ
ル
ー
プ
や
、高
齢

に
な
っ
て
手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
畑

の
消
毒
作
業
や
葉
先
の
調
整
を
知
り

合
い
に
頼
む
生
産
者
は
い
る
。
た
だ
、

島
全
体
の
出
荷
量
が
少
な
く
な
る
と

市
場
価
格
が
維
持
さ
れ
る
側
面
も
あ

り
、
生
産
者
個
々
の
危
機
感
は
希
薄

だ
。
組
合
員
の
一
人
は
﹁
最
初
は
共
撰

共
販
体
制
を
一
部
作
業
の
分
業
化
や
、

畑
の
共
同
管
理
に
ま
で
拡
大
し
て
い

け
れ
ば
と
思
う
。生
産
者
は
今
は
売
れ

て
い
る
か
ら
と
、変
化
を
受
け
入
れ
た

が
ら
な
い
。切
り
葉
は
個
々
の
農
家
に

と
っ
て
の
仕
事
だ
が
、産
地
と
し
て
の

存
続
も
一
緒
に
考
え
な
い
と
ジ
リ
貧

に
な
る
。
今
は
大
き
な
岐
路
に
あ
る
﹂

と
話
し
て
い
る
。

八
丈
島
ロ
ベ
共
撰
共
販
出
荷
組
合
の
研
修
会
が
昨
年
11
月
11
日︵
三
根
公
民
館
︶、14
日︵
末

吉
公
民
館
︶
に
開
催
さ
れ
、﹁
病
害
虫
の
防
除
の
対
策
﹂
の
説
明
や
﹁
共
撰
共
販
出
荷
規
格
﹂
の

確
認
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
農
協
経
済
指
導
部
の
淺
沼
晃
輔
さ
ん
は
、
２
０
２
２
年
の
年
間
出

荷
実
績
の
分
析
と
、
そ
れ
を
も
と
に
導
い
た
効
率
的
な
生
産
・
出
荷
対
策
を
説
明
。
さ
ら
に
、

右
肩
下
が
り
と
な
っ
て
い
る
出
荷
数
量
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の
将
来
的
な
産
地
対
応

と
し
て
﹁
集
落
営
農
﹂
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
提
言
し
た
。

集落営農の可能性は

﹁
稼
げ
る
と
き
に
出
荷
で
き
な
い
﹂

「今は売れているから」生産者の危機感は希薄

ロベ共撰共販出荷組合研修会で提案

大田花き市場に届いた八丈島のロベの箱。これか
らセリにかけられる

共
撰
共
販
の
集
荷
は
毎
週
月
、
水
、
土
曜

日
の
３
日
間
。
農
協
本
店
の
集
荷
場
に

は
、
朝
早
く
か
ら
会
員
が
結
束
し
た
ロ
ベ

を
持
ち
寄
る
。
職
員
ら
に
よ
っ
て
規
格
・

等
級
の
選
別
が
行
わ
れ
た
後
、
箱
詰
め
さ

れ
、
翌
日
の
貨
客
船
で
輸
送
。
各
市
場
へ

出
荷
さ
れ
る

2022年 11月 11日、三根公民館で開かれた研修
会。14日の末吉会場と合わせ約 60人が出席した

研修会でロベの規格につい
て説明する淺沼晃輔さん

共
撰
共
販
の
拡
大
か
ら



っ
た
よ
う
だ
。

﹁
葬
儀
の
簡
素
化
が
進
み
、

一
時
は
市
場
か
ら
出
荷
制
限

が
か
か
っ
た
。
10
年
後
に
は

祭
壇
が
バ
ー
チ
ャ
ル
に
な
る

の
で
は
と
心
配
﹂﹁
小
さ
な
鉢

物
は
ネ
ッ
ト
で
動
い
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
ロ

対
談
が
行
わ
れ
た
時
期
は

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
。
コ

ロ
ナ
に
よ
る
﹁
巣
ご
も
り
需

要
﹂
で
園
芸
産
業
は
か
つ
て

な
い
活
況
を
呈
し
た
と
さ
れ

る
が
、
ロ
ベ
切
り
葉
に
関
し

て
は
そ
れ
ほ
ど
恩
恵
は
な
か

ベ
の
切
り
葉
を
ネ
ッ
ト
で
買

う
人
は
い
な
い
﹂
な
ど
プ
ラ

ス
要
素
は
な
か
っ
た
。

共
撰
共
販
の
出
荷
数
量
は

２
０
１
０
年
は
９
２
６
万
枚

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
２
０

２
０
年
は
７
７
４
万
枚
。
個

撰
と
合
わ
せ
て
も
生
産
量
は

減
少
し
て
い
る
。
現
在
共
撰

共
販
の
会
員
は
２
６
０
人
ほ

ど
い
る
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
出
荷
し
て
い
る
の
は
こ
の

う
ち
１
０
０
人
ほ
ど
だ
。

﹁
脚
が
悪
く
て
畑
に
行
け

な
い
か
ら
、
時
給
１
０
０
０

円
で
切
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ

る
が
、
竹
が
生
え
て
い
る
よ

う
な
畑
は
２
０
０
０
円
も
ら

っ
て
も
合
わ
な
い
﹂﹁
生
産
量

は
減
っ
た
が
ロ
ベ
の
シ
ェ
ア

は
ほ
ぼ
八
丈
が
占
め
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
市
場
に
も

居
場
所
が
あ
る
﹂﹁
20
年
間
で

島
の
人
口
が
３
千
人
減
っ

た
。
農
業
者
や
ロ
ベ
の
生
産

者
が
減
る
の
は
当
た
り
前
。

島
民
だ
け
で
は
無
理
で
、
農

業
を
や
る
移
住
者
を
増
や
す

こ
と
﹂﹁
生
産
量
減
少
は
あ
る

意
味
で
新
規
参
入
の
チ
ャ
ン

ス
。
10
年
後
を
見
据
え
て
若

者
が
や
っ
て
も
い
い
の
で

は
﹂
│
│
。

道
路
沿
い
の
畑
を
見
て
も

ロ
ベ
の
葉
が
青
々
し
て
る
の

に
切
ら
れ
て
い
な
い
。
若
手

農
業
者
か
ら
は
﹁
い
い
畑
が

借
り
ら
れ
な
い
﹂
と
の
声
を

聞
く
。
後
継
者
が
い
な
い
と

い
う
一
方
、
農
地
の
流
動
化

は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。

﹁
ロ
ベ
生
産
者
の
主
体
は

シ
ニ
ア
層
で
、
シ
ニ
ア
の
暮

ら
し
を
支
え
る
意
味
で
は
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。た
だ
、産
地
と
し
て
の
将

来
を
考
え
れ
ば
若
い
意
欲
的

な
生
産
者
が
条
件
の
い
い
畑

を
保
有
す
る
の
が
絶
対
条

件
﹂﹁
借
り
ら
れ
る
畑
は
傾
斜

地
が
多
い
。
自
分
も
年
を
と

る
と
切
れ
な
く
な
る
な
と
思

う
と
手
が
出
せ
な
い
﹂﹁
先
祖

代
々
の
畑
を
所
有
す
る
お
年

寄
り
は
、
い
つ
か
子
ど
も
が

島
に
帰
っ
て
相
続
し
て
ほ
し

い
と
望
ん
で
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
子
ど
も
は
島

に
帰
る
気
は
な
く
、
畑
は
荒

れ
て
い
く
。
何
か
方
策
を
考

え
る
べ
き
だ
﹂
│
│
。

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す

る
一
つ
の
方
法
が
企
業
的
農

業
へ
の
移
行
だ
。
農
地
を
集

積
し
、
作
業
を
分
担
す
る
な

ど
し
た
新
し
い
形
の
農
業
経

営
は
島
で
は
可
能
か
。

﹁
現
状
、一
緒
に
や
れ
る
の

は
夫
婦
、家
族
の
単
位
ま
で
。

他
人
同
士
で
は
売
り
上
げ
の

分
配
な
ど
で
う
ま
く
い
か
な

い
。
助
け
合
い
の
レ
ベ
ル
は

い
い
が
、
経
営
と
な
る
と
無

理
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で
き
る

の
が
こ
の
仕
事
の
良
さ
で
、

気
を
遣
う
の
も
精
神
的
に
し

ん
ど
い
﹂﹁
若
い
人
を
対
象
に

シ
ス
テ
ム
化
で
き
れ
ば
可
能

性
は
あ
る
。時
給
を
決
め
て
、

働
け
る
時
間
帯
に
自
分
が
で

き
る
作
業
を
や
れ
る
仕
組
み

を
作
る
な
ど
方
法
は
あ
る
と

思
う
﹂﹁
家
族
で
月
に
５
万

円
、
10
万
円
を
稼
ぐ
の
は
わ

り
と
簡
単
だ
が
、20
万
円
、30

万
円
と
な
る
と
寝
る
間
も
惜

し
む
こ
と
に
な
る
。
作
業
を

平
準
化
し
て
、
効
率
的
な
働

き
方
が
実
現
で
き
れ
ば
、
ス

ト
レ
ス
の
あ
る
職
場
で
働
く

よ
り
い
い
。
試
行
的
に
で
も

や
っ
て
み
る
べ
き
だ
﹂﹁
母
親

が
子
育
て
を
し
な
が
ら
黄
八

丈
を
織
っ
た
よ
う
に
、
空
い

た
時
間
に
内
職
で
ロ
ベ
の
調

整
な
ど
の
仕
事
が
で
き
れ
ば

助
か
る
。
分
業
体
制
が
あ
る

と
い
い
﹂│
│
と
、企
業
的
農

業
経
営
に
つ
い
て
は
期
待
す

る
声
も
少
な
く
な
い
。

八
丈
島
で
新
規
就
農
を
目

指
す
移
住
者
は
増
え
て
い
る

が
、作
物
に﹁
ロ
ベ
﹂を
選
ぶ

人
は
意
外
と
少
な
い
。

﹁
担
い
手
研
修
セ
ン
タ
ー

は
ル
ス
カ
ス
、レ
ザ
ー
、八
丈

フ
ル
ー
ツ
レ
モ
ン
な
ど
の
施

設
経
営
作
物
が
主
体
。
ロ
ベ

は
一
定
の
収
入
を
得
る
の
に

時
間
が
か
か
る
の
で
参
入
し

に
く
い
﹂﹁
ロ
ベ
農
家
が
ど
れ

だ
け
稼
げ
る
か
の
情
報
も
見

え
な
い
。
農
地
の
斡
旋
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
間
の
売

り
上
げ
、
経
費
、
労
働
実
態
、

リ
ス
ク
や
そ
れ
ら
へ
の
対
策

を
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
示
し

て
後
継
者
を
誘
致
す
る
べ

き
﹂﹁
学
校
の
職
場
体
験
な
ど

も
、当
た
り
前
す
ぎ
る
の
か
、

ロ
ベ
の
切
り
葉
の
作
業
を
見

る
よ
う
な
機
会
は
少
な
い
。

小
さ
な
時
に
体
験
す
れ
ば
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
と
き
に
﹃
ロ
ベ

を
や
る
﹄
と
い
う
気
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
﹂
│
│
。

そ
れ
で
も
ロ
ベ
は
１
０
０

年
、
八
丈
島
に
根
を
張
っ
て

き
た
。こ
の
先
、１
０
０
年
後

に
も
こ
の
島
に
ロ
ベ
は
残
っ

て
い
け
る
の
か
。

﹁
数
年
前
に
テ
レ
ビ
で﹃
ロ

ベ
が
儲
か
る
﹄
と
放
送
し
た

ら
、役
場
に﹃
週
末
だ
け
ロ
ベ

を
切
り
た
い
﹄
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

全
国
的
な
認
知
度
か
ら
し
た

ら
ロ
ベ
を
知
っ
て
い
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
八
丈
島

に
異
色
の
農
業
形
態
が
あ
る

こ
と
を
宣
伝
す
れ
ば
、
興
味

を
持
っ
て
島
に
来
る
人
は
い

る
﹂﹁
町
、
農
協
、
農
業
委
員

会
そ
れ
ぞ
れ
に
や
れ
る
こ
と

は
あ
る
。
ど
う
し
た
ら
こ
の

産
業
を
残
せ
る
か
、
１
０
０

年
の
節
目
に
考
え
て
、
行
動

し
て
ほ
し
い
﹂﹁
産
地
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
ど
う
図
る

か
に
つ
い
て
は
行
政
の
責
任

も
大
き
い
﹂
│
│
。

八
丈
島
へ
の
導
入
か
ら
１
０
０
年
。
長
年
、
島
の
園
芸
を
支
え
、
ま
た
、
現
在
も
八

丈
島
産
が
国
内
シ
ェ
ア
の
９
割
を
占
め
る
と
さ
れ
る
代
表
的
基
幹
作
物
で
あ
る
ロ
ベ
。

生
産
開
始
か
ら
１
世
紀
の
節
目
を
迎
え
た
今
、
ピ
ー
ク
時
に
切
り
葉
だ
け
で
15
億
円
を

超
え
た
生
産
額
は
、
半
分
程
度
に
ま
で
減
少
し
た
。
国
内
需
要
の
低
迷
や
生
産
者
の
減

少
・
高
齢
化
に
よ
る
生
産
量
減
少
が
そ
の
要
因
だ
。﹁
ロ
ベ
１
０
０
周
年
﹂の
企
画
で
２

０
２
１
年
10
月
、
農
協
の
呼
び
か
け
で
５
人
の
若
手
生
産
者
に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ

た
。
ロ
ベ
の
生
産
現
場
の
課
題
や
未
来
へ
の
展
望
が
語
ら
れ
た
。

対談に出席したのは左から中嶋直彦さん、沖山至さん（ＪＡ八丈島理事）、村口
知功さん（八丈島農業振興青年研究会会長）、喜田吉一さん（八丈島ロベ共撰共
販出荷組合組合長）、淺沼美和子さん。中嶋さんと淺沼さんは島外からの移住。
沖山さん、村口さん、喜田さんは八丈出身者でＵターンして就農

2008年 4月に開校した八丈町農業担い手育成研修セン
ター。22年 4月に入所した 7期生 2人を含め、これまでに
18人が研修を受けた。島外からの就農希望者に人気が高
く、島の農業後継者を育てる拠点となっている。
同センターは現在、西見に面積 100坪のハウス 16棟と

付帯施設の管理棟と倉庫。南原にハウス 14棟と管理棟 1
棟。さらに三根、大賀郷の 2カ所にロベ圃場（ネットハウ
ス）を保有する。
研修期間の基本は 4年間。研修生は島の先輩農業者らか
ら対象作物（現在はロベ、レザー、ルスカス、八丈フルー
ツレモンの 4品種）の栽培技術や農業経営のノウハウを学
ぶ。研修期間中に自分に合った作物を決め、補助や融資を
活用して農地取得やハウス整備をすることが可能だ。
研修生の就農作物（複数選択も含めて）で最も人気が高
いのがルスカスで 11人。続いてレモン 5人、レザーが 4
人。ほかにロベ、観葉植物、サカキが各 1人だ。ルスカス、

レザーの人気が高いのは、施設での農業研修が中心で、坪
当たりの収入のよさなどがその理由だ。　
一方でロベは苗から始めると、収入を得るまでに時間が
かかる。条件がいい、一定の面積がある畑を確保すること
も容易ではなく、Ｉターンの就農者が最初に選ぶ作物とし
ては向かないようだ。反面、定年や親の介護などでＵター
ンする人で、実家にもともと畑がある人は、ロベを切りな
がらのセカンドライフも選択肢になる。

ルスカスなど施設園芸が人気

進
む
葬
儀
の
簡
素
化

先
祖
代
々
の
畑
だ
か
ら

生
産
量
減
少
は
自
然

新
規
就
農
者
を
誘
致

企
業
的
農
業
に
活
路

こ
の
先
１
０
０
年
後
に

ど
う
し
た
ら
つ
な
げ
る

未
来
へ
の
バ
ト
ン

若手生産者
5人が対談

八丈町担い手研修センター

淡いグリーンの新芽が伸びてきたルスカス。2022年 11月下旬、西見の
研修ハウスで

大
賀
郷
・
西
見
の
村
口
知
功
さ
ん
の
ロ
ベ
鉢
物
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
。６
、７
月
に
鉢
上
げ
し
た
約
１
２
０
０
本
を
翌
年

の
春
先
か
ら
夏
前
ま
で
に
す
べ
て
売
り
切
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
観
葉
植
物
も
人
気
に
な
っ
た
。﹁
回
転
は
早
く
な
っ

た
が
、
値
段
は
上
げ
な
か
っ
た
。
ブ
ー
ム
は
い
つ
か
去
る
か
ら
、
そ
の
後
の
こ
と
も
考
え
る
﹂。
島
内
の
ロ
ベ
鉢
物

生
産
者
も
今
で
は
両
手
に
届
か
な
い
軒
数
で
、切
り
葉
同
様
に
後
継
者
不
足
は
深
刻
だ
。日
々
変
化
し
、多
様
化
す

る
観
葉
植
物
市
場
で
１
０
０
年
続
い
た
ロ
ベ
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
模
索
は
続
く
。

島外からの就農希望者受け入れ

多様化する観葉市場 生き残りかけ…

82023（令和 5）年 2月1日八丈島ロベ新聞 100years

ロベ100年
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